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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

22014. 秋

「
２
０
１
４
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
７
日
（
金
）
～
12
月
14
日
（
日
）

［
会
期
中
無
休
］

　

毎
年
春
に
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
児
童
書

専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
１
９
６
４
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
は
、
世
界
中
の
出
版
社
が
児
童
書
の
版
権
を
売
買
す
る

一
方
、
作
品
を
売
り
込
み
に
や
っ
て
来
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
た
ち
で
、
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
は
、

こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
「
子
ど
も
の
本
の
た
め

の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
選
作
品
を
紹
介
す
る
展

覧
会
で
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト

を
審
査
す
る
も
の
で
、
16
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募

で
き
、
出
版
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
扱

わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登

竜
門
と
も
な
っ
て
お
り
、
１
９
６
７
年
に
コ
ン
ク
ー
ル
が

始
ま
っ
て
以
降
、多
く
の
絵
本
作
家
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
絵
本
の
専
門
家
で
あ
る
審
査
員
は
毎
年
入

れ
代
わ
り
、
国
籍
も
異
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
年
の
審
査
基
準
・
方
法
ま
で
も
委
ね
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
選
ば

れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
世
界
の
絵
本
の
最
新
動
向
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
で
展
示
さ
れ
、
新
し
い

才
能
を
発
掘
し
よ
う
と
す
る
世
界
中
の
出
版
関
係
者
の
目

に
触
れ
る
機
会
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
は
日
本
の

美
術
館
を
巡
回
し
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

原
画
展
が
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
１
９
７
８

年
。
当
館
で
は
１
９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、
今
年
で

17
回
目
を
迎
え
ま
す
。
世
界
59
カ
国
、
３
１
９
０
組
の
応

募
か
ら
選
ば
れ
た
、
日
本
人
15
名
を
含
む
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
、
中
東
、
北
米
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
の
23
カ
国
、

75
組
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
審
査
員
を
惹
き
つ
け
、
彼

ら
を
そ
の
作
品
世
界
に
引
き
込
ん
だ
イ
ラ
ス
ト
と
の
出
会

い
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
今
年
の
審
査
員
】

ア
ン
ナ
・
カ
ス
タ
ニ
ョ
ー
リ

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
作
家
、
評
論
家
／
イ
タ
リ
ア
）

キ
テ
ィ
・
ク
ロ
ー
ザ
―      （
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
ベ
ル
ギ
ー
） 

イ
ザ
ベ
ル
・
ミ
ニ
ョ
ー
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス

（
プ
ラ
ネ
ッ
タ
・
タ
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
出
版
／
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

エ
ロ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
・
ヴ
ェ
ル
ト

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
博
物
館
／
オ
ラ
ン
ダ
）

【
特
別
展
示
】

　

今
年
の
特
別
展
示
は
世
界
で
活
躍
す
る
２
人
の
日
本
人

作
家
で
す
。

「
特
別
展
示
①　

三
浦
太
郎
」

　

こ
の
春
、
コ
ッ
ラ
イ
ー
ニ
出
版
（
イ
タ
リ
ア
）
か
ら
新

作
絵
本『
ワ
ー
ク
マ
ン 

ス
テ
ン
シ
ル
』を
出
版
し
、ボ
ロ
ー

ニ
ャ
近
代
美
術
館
で
出
版
記
念

展
を
開
催
し
た
三
浦
太
郎
。
絵

本
用
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
ワ
ー
ク

マ
ン
の
ス
テ
ン
シ
ル
プ
レ
ー
ト

と
同
じ
パ
ー
ツ
を
拡
大
し
、
日

本
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
の
為
に
新

た
に
制
作
し
た
大
型
作
品
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

「
特
別
展
示
②　

刀
根
里
衣
」

　

刀
根
里
衣
は
昨
年
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
入
選
し
、
第
４
回

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
35

歳
以
下
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
受
賞
者
に
は
賞

金
３
万
ド
ル
と
絵
本
の
出
版
が
約
束

さ
れ
ま
す
。
刀
根
は
昨
年
の
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
入
選
作
「
か
え
る
の
ぴ
っ
ぽ
」

を
も
と
に
、
新
作
絵
本
『
ぴ
っ
ぽ
の
た

び
』（
Ｓ
Ｍ
出
版
・
ス
ペ
イ
ン
）
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
原
画
18
点

に
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
６

タ
イ
ト
ル
の
原
画
18
点
を
加
え
36
点

の
原
画
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
28
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「キツネのテオの大ぼうけん」
スコット・プルム（カナダ）

「花粉伯爵」
カトリン・クッツェル（南アフリカ）

「メンドリ・ロハのおはなし」
マルコ・ソマ（イタリア）

「シンディのあたらしいへや」
藤島つとむ（日本）

「日のあたる数字の野原からこんにちは」
トム・アイゲンフーフェ（ドイツ）

『かえるのブラスバンド』（Balivernes Editions，2014） 「大きな横たわる裸婦」
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【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、
３

月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フェア
の
様
子
に
、
審
査
員
や
入
選

作
家
への
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニャ・
ブ
ッ
ク
フェ

ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、
お
す
す
め

絵
本
な
ど
約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●

絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会

【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
８
（
土
）、
15
（
土
）、
22
（
土
）、

　
　
　
　

24
（
月
・
振
）、12
／
６
（
土
）、13
（
土
）、14
（
日
）

　
　
　
　
※
12
／
14
（
日
）
は
PM
の
み

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！

【
要
観
覧
券
】

　

不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

対　

象　

４
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ 

会　

場　

展
示
室
内

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
要
観
覧
券
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で

も「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

日　

時　

11
／
22
（
土
）、
17
：
00
～
20
：
00

対　

象　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

定　

員　

10
家
族
（
要
申
込
、
先
着
順
）

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
23
（
日
・
祝
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

 

お
は
な
し
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
人
形
劇
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
上
演
で
、
物
語
の

世
界
へ
ご
招
待
!!
簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
29
（
土
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
申
込
受
付
は
10
／
25
（
土
）
９
：
00
よ
り
電
話
に
て
。

 

★
絵
本
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

 　

今
年
も
お
楽
し
み
♪
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
★

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

　

図
録
や
出
品
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
バ
ン
ダ
ナ
、

マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
展
示
作

家
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
パ
ス
タ
皿
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
Ａ
５
サ
イ
ズ
）
な
ど
も
取
り

扱
い
ま
す
。

　

毎
年
人
気
の
イ
タ
リ
ア
食
材
で
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

バ
ル
サ
ミ
コ
酢
、
ペ
ー
ス
ト
（
バ
ジ
ル
・
黒
オ
リ
ー
ブ
他
）

ア
ン
チ
ョ
ビ
ペ
ー
ス
ト
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
パ
ス
タ
な
ど

も
販
売
し
ま
す
。

　

大
好
評
の
絵
本
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年
の
入
選
作

家
に
よ
る
絵
本
や
輸
入
絵
本
も
販
売
い
た
し
ま
す
。
人
気

商
品
は
展
覧
会
期
終
了
前
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
早
め
に
！

◇
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

『ぴっぽのたび』
刀根里衣

（Ediciones SM，2014）

「ボノニア」
トニ・ペコラーロ（イタリア）

『ワークマン  ステンシル』
三浦太郎

（Corraini Edizioni，2014）

「ペンギンと黒い卵」
猫野ぺすか（日本）



◇
第
1
展
示
室

◇
第
２
展
示
室
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「
わ
れ
ら
、
能
登
ブ
ラ
ン
ド
絵
師
」

「
う
つ
し
と
ら
れ
た
風
景
」

12
月
19
日
（
金
）
～
平
成
27
年
２
月
15
日
（
日
）

「
わ
れ
ら
、
能
登
ブ
ラ
ン
ド
絵
師

～
近
世
に
活
躍
し
た
ゆ
か
り
の
画
家
～
」

　
「
近
世
」
と
い
う
時
代
は
、「
中
世
」
と
「
近
代
」
の
間

に
位
置
し
、
歴
史
学
上
で
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に

お
い
て
は
お
お
よ
そ
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

を
指
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
織
田
信
長
が

天
下
統
一
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
16
世
紀
の
後
半
頃
か

ら
、
徳
川
幕
府
が
倒
れ
明
治
政
府
が
誕
生
し
た
19
世
紀
中

頃
ま
で
の
約
３
０
０
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
能
登
で
は
ど
の
よ
う
な
画
家
た
ち
が
活
躍
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
「
こ
の
時
代
を
代
表
す

る
ゆ
か
り
の
画
家
」
を
１
人
挙
げ
よ
、
と
い
わ
れ
れ
ば
大

多
数
の
方
が
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）
の

名
を
出
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

等
伯
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
、
天
文
８
年
に
七
尾
に

誕
生
。若
年
時
よ
り
能
登
で
絵
仏
師
と
し
て
頭
角
を
表
し
、

30
歳
過
ぎ
頃
に
京
都
へ
移
住
、
数
々
の
名
作
を
描
い
て
大

活
躍
し
ま
し
た
。
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
画
家
の
１
人
で

あ
り
、
現
在
も
大
変
な
人
気
を
誇
り
ま
す
。
等
伯
が
名
実

と
も
に
「
能
登
の
画
家
ナ
ン
バ
ー
１
」
で
あ
る
こ
と
は
、

誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
近
世
に
活
躍
し
た
「
能
登
ゆ
か
り
」
の
画
家

は
、
無
論
等
伯
１
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
も
能

登
を
舞
台
と
し
て
数
多
く
の
画
家
が
活
躍
し
、
様
々
な
足

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
長
谷
川
等
誉
（
？
～
１
６
３
６
）。
等
伯
と

ほ
ぼ
同
じ
頃
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
画
家
で
す
が
、
詳
細

に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
存

作
品
の
内
容
な
ど
か
ら
、
等
伯
に
近
い
立
場
（
一
族
も
し

く
は
弟
子
な
ど
）
で
、
七
尾
を
中
心
と
し
た
能
登
を
拠
点

に
し
た
絵
仏
師
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
分
等

伯
の
京
都
移
住
後
、
七
尾
の
長
谷
川
派
を
支
え
て
い
た
画

家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
画
家
の
１
人
に

山
崎
雲
山
（
１
７
７
１
～
１
８
３
７
）
が
い
ま
す
。
雲
山

は
現
在
の
羽
咋
市
出
身
で
、
漁
業
を
生
業
と
す
る
家
に
誕

生
。
独
学
で
絵
を
学
び
京
都
や
諸
国
を
巡
っ
て
様
々
な
知

識
人
た
ち
と
交
友
、
画
技
を
深
め
ま
す
。
独
自
の
画
風
で

ひ
た
す
ら
制
作
を
続
け
る
一
方
、
俗
人
と
の
交
わ
り
を
避

け
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
「
孤
高
の
画
家
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
紹
介
し
た
等
伯
や
等
誉
、
雲
山
な
ど
「
能

登
出
身
」
や
「
能
登
に
作
品
を
残
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
、

何
ら
か
の
か
た
ち
で
能
登
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
画
家

た
ち
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の

は
、
ゆ
か
り
の
画
家

全
体
か
ら
す
れ
ば
わ

ず
か
一
握
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
多

彩
な
作
品
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
う
つ
し
と
ら
れ
た
風
景

～
作
家
の
心
を
つ
か
ん
だ
眺
め
～
」

　
「
思
い
出
の
風
景
」
と
い
わ
れ
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ

う
な
景
色
を
思
い
描
き
ま
す
か
。
旅
先
で
ば
っ
た
り
出

会
っ
た
美
し
い
景
色
。
人
生
の
節
目
の
舞
台
と
な
っ
た
場

所
。
懐
か
し
き
故
郷
の
山
野
等
々
。
誰
し
も
忘
れ
ら
れ
な

い
風
景
の
２
つ
や
３
つ
は
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
場
所
を
脳
裏
の
記
憶
の
み
で
は
な
く
確
実
な
記
録

に
留
め
た
い
時
、
人
び
と
は
写
真
や
映
像
、
そ
し
て
絵
画

な
ど
様
々
な
手
段
を
用
い
ま
す
。

　

そ
し
て
美
術
工
芸
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
思
い

出
の
風
景
」
も
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
１
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
と
す
る
表
現
手
段
を
媒
介
と
し
て
、
彼
ら
は
自

ら
が
魅
了
さ
れ
た
「
思
い
出
の
風
景
」
を
、
様
々
な
か
た

ち
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
原
風
景
に
忠
実
に
、
ま
た
あ
る
時
に
は
別
次
元

の
世
界
の
ご
と
く
表
さ
れ
る
風
景
画
。
そ
れ
は
制
作
者
の

み
な
ら
ず
、
観
る
者
に
も
深
い
感
動
を
与
え
る
の
で
す
。

　

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
品
の
中
か
ら
作
家
た
ち
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
た
様
々
な
風
景
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「古都金沢」村田省蔵

「旭日図」橋本関雪
( 池田コレクション )

「涅槃図」長谷川等誉　当館蔵

「虎鷹図衝立」多田宅兵衛　当館蔵
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「
等
伯
に
続
く
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
」

9
月
13
日
（
日
）〔
開
催
中
〕
～
10
月
26
日
（
日
）

　

春
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」
に
続
く
、
特
集
展
示
で
す
。

石
川
・
富
山
県
内
に
現
存
す
る
長
谷
川
等
誉
や
長
谷
川
等

言
な
ど
長
谷
川
派
の
作
品
６
点
に
、
等
伯
の
信
春
時
代
作

品
２
点
、
等
伯
養
父
・
宗
清
の
新
発
見
作
品
１
点
、「
複

製
松
林
図
屏
風
」
を
加
え
た
10
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
未
見
の
方
は
お
見
逃
し
な
く
。

等
伯
養
父
・
宗
清
の
新
発
見
作
品
初
公
開
！

「
絵
の
ち
か
ら
～
近
世
か
ら
現
代
作
家
ま
で
～
」

　

当
館
所
蔵
作
品
の
内
、
近
世
・
現
代
作
家
の
絵
画
か
ら
、

絵
の
持
つ
様
々
な
〝
ち
か
ら
〟
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

　
　

友
の
会
「
美
術
講
座
」
開
催
報
告

　
　
　

七
尾
de
再
発
見
！
パ
ー
ト
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

～
文
化
財
と
名
水
を
訪
ね
て
～

　

近
く
て
も
な
か
な
か
行
け
な
い
地
元
文
化
財
を
訪
ね
る

企
画
の
第
２
弾
。
梅
雨
の
晴
れ
間
の
７
月
６
日
（
日
）、

参
加
者
19
名
で
バ
ス
に
乗
り
、
旧
３
町
（
能
登
島
町
・
中

島
町
・
田
鶴
浜
町
）
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
能
登
島
大
橋
を
渡
り
、
国
指
定
史
跡
「
須
曽
蝦

夷
穴
古
墳
」
と
「
歴
史
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
。
こ
こ
は
参

加
者
の
殆
ど
が
初
め
て
と
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
興
味
深
く
観

察
さ
れ
、
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
７
世
紀
中
頃
の
、
大
陸
と

能
登
と
の
交
流
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
旧
中
島
町
の
「
藤
の
瀬
霊
水
公
園
」
に
て
霊
水

を
試
飲
。
さ
す
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
た
だ

け
あ
り
、
霊
水
は
体
に
直
ぐ
溶
け
込
む
よ
う
な
癖
の
な
い

優
し
い
味
で
、
多
く
の
方
が
霊
水
を
汲
み
に
来
ら
れ
る
こ

と
に
一
同
納
得
の
様
子
で
し
た
。
傍
の
お
店
で
は
地
元
で

作
ら
れ
た
野
菜
な
ど
が
販
売
。
霊
水
で
冷
や
し
た
夏
野
菜

は
き
っ
と
格
別
に
美
味
し
い
で
し
ょ
う
ね
！

　

次
に
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
貴
重
な
民
家
「
座
主

家
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
見
学
し
、
当
時
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
学
ん
だ
後
「
藤
津
比
古
神
社
」
へ
。
清
浄
な
境

内
の
砂
利
を
踏
み
し
め
参
拝
。
国
指
定
重
要
文
化
財
の
本

殿
に
上
が
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
宮
司

の
尾
沢
清
量
氏
よ

り
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
は

昼
食
の
た
め
に
お

部
屋
を
お
借
り
し

て
、
美
し
い
お
庭

を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
お
弁
当
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
バ
ス
は
能
登
里
山
海
道
を
走
行
し
、
旧
田
鶴

浜
町
の
「
東
嶺
寺
」
と
「
悦
叟
寺
」
へ
。「
東
嶺
寺
」（
本

堂
と
山
門
が
市
指
定
文
化
財
）
で
は
、
青
々
と
し
た
苔
を

眺
め
な
が
ら
見
事
な
参
道
と
山
門
を
通
り
ぬ
け
、
本
堂
に

て
檀
信
徒
の
田
島
久
世
氏
よ
り
ご
丁
寧
な
解
説
を
受
け
ま

し
た
。
引
き
続
き
「
悦
叟
寺
」
で
も
田
島
氏
か
ら
ご
説
明

を
い
た
だ
き
、
か
つ
て
鹿
島
半
郡
を
領
有
し
た
長
家
の
栄

華
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は「
昭
和
の
名
水
百
選
」に
選
ば
れ
た「
御
手
洗
池
」

と
「
赤
蔵
山
」（
県
指
定
史
跡
）
展
望
台
へ
。
皆
さ
ん
は

歴
史
へ
の
関
心
が
強
く
、
見
事
な
脚
力
で
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
展
望
台
へ
の
急
な
坂
道
を
登
っ
て
お
い
で
ま
し
た
。

　

参
加
の
方
々
は
歴
史
あ
る
七
尾
の
魅
力
を
再
確
認
し
、

ま
す
ま
す
七
尾
が
好
き
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
車
中
及
び
各
施
設
で
終
始

解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
教
育
委
員
会
文
化
課
長
補
佐

の
和
田
学
氏
ほ
か
、
訪
問
先
で
ご
案
内
、
お
世
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
々
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
10
月
１
日
現
在
）

　

①
洋
画
「
ラ
ク
リ
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
（
白
い
陽
）」	

１
面

　

②
洋
画
「
ラ
ク
リ
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
（
白
い
気
配
）」	

１
面

　

③
洋
画
「
西
風
の
吹
く
頃
」	

	

１
面

　

④
洋
画
「
も
う
ひ
と
つ
の
視
線
」		

１
面

　

⑤
洋
画
「
２
つ
の
仮
面
」		

	

１
面

　

⑥
洋
画
「
白
い
陽
」	

	
	

１
面

　

⑦
洋
画
「
夜
想
曲
」	

	
	

１
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
全
て
西
房
浩
二
作

　
展
覧
会
名　
「
西
房
浩
二
絵
画
展
」

　

会　

場　

能
登
町
立
美
術
館
（
羽
根
万
象
美
術
館
）

　
　
　
　
　
（
鳳
珠
郡
能
登
町
字
宇
出
津
イ
字
１
１
２
―
５
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
８
（
62
）
３
６
６
９

　

会　

期　

10
月
21
日
（
火
）
～
11
月
16
日
（
日
）

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「日蓮聖人像」長谷川宗清 ( 道浄 )
高岡市・妙傳寺蔵「白い印象」中村静勇

「朱盆に果実図」青木大乗
（池田コレクション）

須曽蝦夷穴古墳にて
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

子
ど
も
「
長
谷
川
等
伯
展
」

	

９
月
25
日
（
木
）
～
10
月
13
日
（
月
・
祝
）　

　

市
内
の
小
学
校
児
童
に
よ
る
、
長
谷
川
等
伯
の
水
墨
画

作
品
を
真
似
た
力
作
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
本
物
の
等
伯
作

品
の
展
示
に
合
わ
せ
て
の
初
め
て
の
展
覧
会
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
今
回
の
魅
力
で
す
。
是
非
、
子
ど
も
た
ち
の

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

等
伯
生
誕
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
８
４
３
７

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

	

10
月
16
日
（
木
）
～
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で　

　

生
命
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い
に
、
未

来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
入
賞

作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。
入
賞
者
表
彰
式
は
10
月
19
日
（
日
）
10
時
よ

り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。

主　

催　
（
公
財
）
岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）

連
絡
先　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実
行
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

　

第
10
回
市
民
文
化
祭

　
　
　

第
９
回
彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

	

10
月
24
日
（
金
）
～
26
日
（
日
）

	

最
終
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ
「
彩
の

会
」
と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
第
９
回
合
同
展

で
、
計
24
人
の
会
員
は
近
作
約
80
点
を
展
示
し
ま
す
。
今

年
は
第
10
回
市
民
文
化
祭
を
記
念
し
、
画
聖
長
谷
川
等
伯

に
寄
せ
る
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で
ご
高
覧
く
だ

さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

彩
の
会　

加
地　

求

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

　
　

第
60
回
記
念
七
尾
市
美
術
展
覧
会　
　
　
　

 

　
　
　
　

10
月
31
日
（
金
）
～
11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

本
年
は
60
回
の
記
念
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。
一
般
・

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
県
下
最

大
級
の
展
覧
会
と
な
り
、
多
く
の
市
民
に
美
術
文
化
に
ふ

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
未
来
の
等
伯
を
目
指
し
て
の

ジ
ュ
ニ
ア
作
品
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

《
入
賞
者
表
彰
式
》

　

11
月
２
日
（
日
）
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　
　
　

一
般
の
部　
　
　

午
後
３
時
よ
り

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

内
藤
雄
鵬　

☎
０
７
６
７
（
52
）
４
７
５
５

　
　

第
71
回
北
國
写
真
展　

七
尾
展　
　
　
　

 

　
　
　
　

12
月
18
日
（
木
）
～
21
日
（
日
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

今
回
で
71
回
目
と
な
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
も
作
品
作

り
に
自
助
努
力
し
て
い
ま
す
。
必
ず
目
を
見
張
る
夢
見
る

世
界
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
是
非
、
ご
来
館
く

だ
さ
っ
て
写
真
芸
術
を
心
行
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
七
尾
鹿
島
支
部

連
絡
先　

宮
崎　

功

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
０
―

４
３
２
０
―

２
１
７
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

日
色
と
も
ゑ
＆
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト  

～
朗
読
と
音
楽
～

	

10
月
25
日
（
土
）　

開
演　

午
後
３
時

　

劇
団
民
藝
の
中
心
俳
優
と
し
て
活
躍
す
る
女
優
・ 

日
色
と
も
ゑ
に
よ
る
朗
読
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
・
湯

淺
隆
と
マ
ン
ド
リ
ン
・
吉
田
剛
士
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ユ
ニ
ッ
ト
・
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

３
，
０
０
０
円

主　

催　

七
尾
演
劇
鑑
賞
会

連
絡
先　

浅
野　
　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
０
８
３
４

　
　

七
尾
ま
だ
ら
保
存
伝
承
師
認
定
審
査
会

	

10
月
26
日
（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　
「
七
尾
ま
だ
ら
」
の
第
４
回
目
の
認
定
審
査
会
を
行
い

ま
す
。
唄
の
部
門
、
踊
り
の
部
門
、
三
味
線
の
部
門
、
尺

八
の
部
門
と
各
部
門
の
審
査
で
す
。
ご
家
族
様
や
一
般
の

方
も
入
場
無
料
で
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

主　

催　

七
尾
ま
だ
ら
保
存
会

連
絡
先　

川
本
久
之　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
２
８
１

　
　

映
画
「
地
球
交
響
曲
第
六
番
」w

ith
           　

　
　
　
　
　
　

虚
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

	

11
月
１
日
（
土
）　

開
演　

午
後
６
時

第
１
部　

雲
龍
＆
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｂ　

虚
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

七
尾
の
大
地
の
鼓
動
と
天
空
の
調
べ
を
お
二
人
の
和
笛

　

と
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
が
紡
ぎ
ま
す
。

第
２
部　

映
画
「
地
球
交
響
曲
第
六
番
」

入
場
料　

２
，
５
０
０
円

主　

催　

七
尾
駅
前
通
り
商
店
街
振
興
組
合

連
絡
先　

須
原　
　

☎
０
８
０
―

６
４
３
８
―

６
１
５
９

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内



7 2014. 秋

　
　

dolce 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　

11
月
９
日
（
日
）
開
演　

午
後
１
時
30
分

　

年
に
１
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
今
年
は
日
本
の
作

曲
家
の
曲
を
多
く
集
め
ま
し
た
。
卒
業
生
の
演
奏
も
あ
り

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
保
育

園
児
か
ら
大
人
ま
で
生
徒
さ
ん
た
ち
が
頑
張
っ
て
演
奏
し

ま
す
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プdolce

連
絡
先　

井
藤
真
理　

☎
０
７
６
７
（
58
）
１
２
５
３

　
　

ち
び
っ
こ
発
表
会 

　
　
　
　

12
月
14
日
（
日
）
開
演　

午
前
９
時
30
分

　

小
丸
山
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見

て
い
た
だ
き
た
く
、
生
活
発
表
会
を
開
き
ま
す
。
０
歳
児

か
ら
５
歳
児
ま
で
の
成
長
の
姿
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
保
護
者
の
方
は
勿
論
、
地
域
の
方
々
も
是
非
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

小
丸
山
保
育
園

連
絡
先　

島
崎　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
７
０
０

　  

喫
茶
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
喫
茶
室
で
ゆ
っ
く
り
お

く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

★
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー
★

☆
ス
イ
ー
ツ

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」（
各
６
５
０
円
）

　
ド
リ
ン
ク
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
セ
ッ
ト
で
す
。

【
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
ロ
ー
ル
】

　
　

シ
フ
ォ
ン
の
生
地
に
マ
ス
カ

　

ル
ポ
ー
ネ
の
ク
リ
ー
ム
を
包
み
、

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
を
ト
ッ

　

ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。
と
ろ
け
る

　

よ
う
な
口
当
た
り
で
す
。

　

※
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
…
イ
タ
リ
ア
原
産

　
　
の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

【
コ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ル
】

　
　

コ
ー
ヒ
ー
味
の
生
地
に
バ
ニ

　

ラ
ビ
ー
ン
ズ
入
り
の
カ
ス
タ
ー

　

ド
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
包
ん

　

だ
上
品
な
味
で
す
。　

☆
お
食
事

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
生
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
」（
各
８
５
０
円
）

【
ア
マ
ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
】

　
　

ト
マ
ト
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
酸

　

味
に
チ
ー
ズ
と
ベ
ー
コ
ン
の
旨

　

み
が
効
い
て
ま
す
。

【
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
】

　
　

チ
ー
ズ
の
旨
み
が
効
い
た
濃

　

厚
な
ク
リ
ー
ミ
ー
パ
ス
タ
で
す
。

　

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は
、
本
展

出
品
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

入
場
無
料

入
場
無
料

マスカルポーネロールコーヒーロールアマトリチャーナ

文化財公開　耳より情報
　当館の近く、小島の地に所在する「山の寺寺院群」。加賀百万石の祖・
前田利家が整備して以来、400年以上の歴史を持つ七尾市を代表する歴史
スポットです。また、緑に包まれた地に点在する16の寺院は遊歩道など
で整備され、観光地としても親しまれています。
　さてこの度、11月１日が「山の寺の日」と制定され、各寺院で様々な
イベントが実施されます。作家による個展や写経、飲食コーナーなど楽
しそうな行事がてんこ盛りですが、注目は「寺宝一斉公開」です。
　長い歴史を誇る各寺院には、数多くの貴重な文化財が所蔵されていま
す。それらは鎌倉時代の刺繍仏や初期前田家の人びとの肖像画、そして
長谷川等伯や「長谷川派」絵師の仏画など実に豪華な顔ぶれ。これら普
段はほとんど観ることができない素晴らしい作品や史料が、それぞれ展
示されるのです（今回が初公開の史料もあり）。
　歴史ファン、古美術ファン、等伯ファンなどの皆さま、この１日限定
の貴重な機会、ぜひお見逃しなく。

◆一斉寺宝公開：平成26年11月１日（土）　10:00 ～ 16:00予定◆

※
本
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

各
寺
院
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（「
山
の
寺
の
日
」
チ
ラ
シ
よ
り
抜
粋
）



　平成27年２月28日（土）～４月12日（日）

855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第79号（秋号）

平成24年度 春の展覧会予定

2014

10
OCTOBER

◆
10
月
～
12
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

11
NOVEMBER

12
DECEMBER

◎次号・第80号（冬号）は１月１日発行予定です。

飛行機……羽田空港から能登空港まで約１時間、能登空港から「のと里山海道」（能越自動車道）利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.T.又は「能越自動車道」七尾城山I.C.より約15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号（１時間に２便  約10 ～ 15分）
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から等伯ルート（西回り）「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと７（１日４便  約10分）
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

◆第１展示室 「漆芸と陶芸 ～池田コレクションを中心に～」

　一般的に工芸品は、実用品に芸術的な装飾やデザイ
ンを施し、機能性と美術的な美しさを兼ね備えた工作
物をいいますが、陶磁器、漆器、木工品、染色品など
多種多様です。
　今回はその中から陶芸と漆芸に焦点を当て約25点を紹
介します。それぞれに味わい深い作品をご覧ください。

◆第２展示室 「石川県の彫刻作家展
　　　　　～そっくりから不思議世界まで～」

　石川県内では、多くの彫刻作家たちが活動してきま
した。また、現在も色々な素材で、具象・抽象問わず
作品が生み出されています。
　本展では、そんな作家たちが作り出した作品約20点
を展示します。モデルとそっくりな作品から、人間の
ようで昆虫のような摩訶不思議な作品まで、是非お楽
しみください。

【前号のお詫びと訂正】

　前回発行の「美術館だより第78号（夏号）」第４ページ、「池田コレクション展」記事内の本文上段後ろから６
行目「…和光紡績株式会社を…」とあるのは、「…和興紡績株式会社を…」の誤りでした。
　ここに訂正して深くお詫び申し上げます。

割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

■
■

■
■■■■

■■■

■■■■
■ ■
■■■

「蛍の光」田中太郎「風わたる」山瀬晋吾

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

「堆漆菊文香合」音丸耕堂
（池田コレクション）

「織部松鳥図大平鉢」
（池田コレクション）


